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ネットワークカメラ 

設置説明書 

お買い上げいただきありがとうございまず。 


お客様へ 

本製品の取0付けには、確実な作業び必要になります。 

必ず、販売店や工事店に依頼して、安全性を充分考慮して確実な取0 
付けを行ってください。 


^ ^^1電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、火災や 
人身事故になることびあ0ます。 

この設置説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱 
いかたを示してあります。 この設置説明書をよくお読みの5え、 製品を 
安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見日れるとこ 
ろに必ず保管してください。 
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I 口 E し A &cmafT. HD 


© 2010 Sony Corporation Printed in china 



4258903070 


お問い合わせは 

r ソニー業務用商品相談窓□のご案内」にある窓□へ 

ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 

http://www.sony.co.jp/ 


まをのために 


ソニー製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品 
は、まちびった使いかたをすると、火災や感電などにより死 t や大けび 
など人身事故につなびることびあり、危険です。事故を防ぐために次の 
ことを必ずお守0 ください。 

• 安全のためのま意事項を守る。 

• 故障したり破損したら使わずに、ソニーの相談窓□に相談する。 


警告表示の意味 

を意を促ず記号 

この設置説明書および製品では、次のよ 

妻会 

つな表をしています。表の内容を 

よく理解してか5本文をお読みくださ 

い。 

行為を禁止ずる記号 

0 ® 

A 警告 

この表示のま意事項を守らないと、火災 

禁止 分解禁止 

や感電などにより死 t や大けびなど人 

身事故につながることびあります。 



IA を意 1 

この表示のま意事項を守らないと、感電 

めれ手禁止水めれ禁止 

やその他の事故によりけびをしたり周 

行為を指示ずる記号 

辺の物品に損害を与えたりすることび 

〇 

おります。 


指示 


四 


乂災 

、会 


下記のま意を守5ないと、义災ゃ感電、 
落下により 死 t ゃ大 けび につなげる 
ことびあります。 


設置や配線工事のときに屋内配線や屋内配管を傷つ 
けないよう気をつける 

〇 特に壁に巧を開けた0、ケーブルを固定した0するとをは 
充分に気をつけてください。屋内配線や屋内配管の傷は、 
指示 火災や感電、漏電の原因とな0ます。 


指定された接続ケーブルを使う 

〇 設置説明書に記されている接続ケーブルを使わないと、火 
災や故障の原因となることびあ0ます。 

指示 


指定された電源電圧で使用する 

〇 指定されたをのと異なる電源電圧で使用すると、火災や感 
電の原因となります。 

指示 


設置は専門の工事業をに依頼ずる 

〇 設置については、必ずお買い上げ店またはソニー業務用商 
品相談窓□にご相談ください。 

指示 壁や天井など高所への設置は、本機と取り付け金具を含む 

重量に充分耐え5れる強度びあることをお確かめの上、確 
実に取り付けて<ださい。充分な強度びないと、落下して、 
大けびの原因とな0ます。 

また、1年に一度は、取り付けびゆるんでいないことを点 
検してください。また、使用状況に応じて、点検の間隔を 
短 < して < ださい。 


製品の設置は充分な強度のある場所に取り付ける 

〇 強度の不充分な場所に設置すると、落下、転倒などにより、 

けびの原因とな0ます。 

指示 


機器や部品の取り付けは正しく行ラ 

〇 機器や部品の取り付け方や、本機の分離-合体の方法を誤 

ると、本機や部品び落下して、けがの原因となることびあ 
指示 0ます。 

設置説明書に記載されている方法に従って、確実に巧って 
ください。 


接続ケーブルを傷つけない 

接続ケーブルを傷つけると、火災や感電の原因とな0ま 

禁止 • 接続ケーブルを加工したり、傷つけた0しない。 

• 接続ケーブルに重いわのを載せたり、引っ張ったりしな 
い。 

• 接続ケーブルを损くとをは、必ずプラグを持って损<。 

不安定な場所に設置しない 

0 次のよラな場所に設置すると倒れた0落ちたりして、けび 
の原因になることびあ0ます。 

禁止 • ぐ5ついた台の上 
• 傾いたところ 
• 振動や衝撃のかかるところ 

また、設置-取り付け場所の強度を充分にお確かめくださ 
い。 


ケーブルを窓やドアにはさみ込まない 

〇 ケーブルび傷つくと、シヨートによる火災や感電の原因と 
な0ます。 

指示 



下記のミち意事項を守5ないと、 けび をしたり周辺 
の物品に損害を与えたりずることがあります。 


分解や改造をしない 

® 分解や改造をすると、火がや感電、けびの原因となることがあ 
ります。 

分解禁止 内部の点検や修理は、お買い上げ店またはソニー業務用商品相 
談窓□にご依頼< ださい。 

直射日光に当たる場所、熱器具の近くには置かない 

0 変形したり、故障した0するだけでなく、レンズの特性により 
火災の原因となることびあ0ます。特に、窓隙に置くとさなど 
禁止 はごを意 < ださい。 

めれた手で接続プラグを触ったり、レンズやスイッチ 
などを操作したりしない 

说れた手で接続プラグを触ったり、レンズやスイッチなどを操 
V ^ Sl / 作したりすると、感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 

内部に水や異物を入れない 

0 水や異物び入ると、火災の原因となります。 

万一、水や異物び入ったと走は、すぐに本機の接続ケーブルを 
禁止 抜いて、お買い上げ店またはソニー業務用商品相談窓□にご相 

談< ださい。 

指定した給電装置を使用する 

〇 電源供給は、 IEEE 802.3 af に準拠した装置を使用してくださし、。 

指定の装置を使用しないと、火災や感電、けびなどの原因とな 
指示 ることびあります。 

接続の際は電源を切る 

〇 電源を入れたままで接続ケーブルを接続すると、感電や故障の 
原因になることびあります。 

指示 

移動の際は接続ケーブルを抜く 

〇 接続したまま移動させると、ケーブルび傷つさ、火災や感電の 
原因となることびあります。 

指示 


赤が線 LED を長時間見続けないでください。 

0 本製品は目には見えませんび赤外線を発光しています。赤外 
線の熱効果によ0目を傷つけることびあります。 

禁止 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使巧す 
ると電波妨害を引さ起こすことびあります。この場合には使用者び適 
切な対策を講ずるよう要求されることびあります。 VCCI-A 


巧証書とアフターヴービス 


保証書 

この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際にお受け取り 
<ださい。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

アフターサービス 


調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、またはお近くのソニー業務用商品相談窓□にご相談くださ 
い。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳し<は保証書を 
ご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただ 
をます。 


ほ用上のごを意 


ご使用の前に 

• ケーブルだけを持って力方ラを持ち上げないでください。 

• 開捆してか日、結露などびある場合には60分程度、放置媛電源を入れてく 
ださい。 

• 設置等の作業の前に、静電除去を行ってください。 

データ. セキュリティについて 

• ネットワークカ;ラを使用することにより、インターネットを通じて容易 
にカメラ映像にアクセスすることびでさます。一方で第吉者によ〇ネッ 
トワークを通じてモニタリング画像および音声を閱賣、使用等される巧能 
性びあります。ネットワークカメラの設置およびご利用については、被写 
体のプライバシー、肖像権などを考慮のラえ、お客様の責任で巧ってくだ 
さい。 

• 本製品へのアクセス権限は、ユーヴー名およびパスワードを設定すること 
により行われます。それ ULL の力;><ラによる認証作業は行われません。 

• ワイヤレス LAN をご使用時にはセキュ U ティの設定をすることび非常に 
重要です。セキュリティ対策を施さず、あるいはワイヤレス LAN の仕様上 
やむを得ない事情により、セキュリティの問題び発生した場合には弊社で 
はこれによって生じたあ5ゆる損害に対する責任を負いかねます。また、 
記録されたデータの損失、修復の責任ち負いかねます。 

• 諸事情による本ネットワークカメラに関連するサービスの停止、中断につ 
いては、ソニーは一切の責任を負いません。 

• 必ず事前に記録テストを行い、正常に記録されていることを確認してくだ 
さい。本機や記録メディア、外部ストレージなどを使用中、万一これらの 
不具合により記録されなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦 
<ださい。 

• お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。故障その他に伴ラ営 
業上の機会損失等は保証期間中および保証期間経過媛にかかわ5ず、補償 
はいたしかねますのでご了承ください。 

• 本製品の使用によりデータび消失した場合でわ、データの保証は一切いた 
しかねます。 

個人情報について 

• 本機を使用したシステムで撮影された個人を識別できる情報は、 r 個人情 
報のイ呆護に関する法律」で定められた r 個人情報」に該当します。法律に 
従って、映像情報を適正にお取0扱いください。 


• 本製品を使用して記録された情報内容は、「個人情報」に該当する場合びあ 
ります。本製品、または記録媒体び廃棄、讓渡、修理などで第王者に渡る場 
合には、その取0扱いを充分に注意してくださし、。 

使用-保管場所について 

非常に明るい被写体(照明や太陽など）を長時間にわたって撮影しないでく 
ださい。また、次のよラな場所での使用および保管は避けてください。故障 
の原因となります。 

• 極端に暑いところや寒いところ(使用温度は一30で〜+ 50で） 

• 暖房器具のお< 

• 強い磁気を発するわののおく 
• 強力な電波を発するテレビやラジオの送信所の近く 
• 強い振動や衝擊のあるところ 
• 基板を手で直接さわ5ないでくださし、。 

• 天候(雨など）によってフオーカスび合わない場合は手動で調整してくだ 
さい。 

放熱について 

動作中は布などで包まないでください。内部の温度び上び0、故障や事故の 
原因にな0ます。 

輸送について 

• 持ち運ぶときは、必ず電源を切ってか5運んでくださし、。 

• 輸送するときは、付属のカートンとクッション、または同等品でお包し、強 
い衝擊を与えないよラにしてくださし、。 

寒を地での使用について 

• 本機には、低温環境下においてもカメラ本体び動作するよラ、ヒーターび 
内蔵され、内部温度び低下すると自動的に動作します。このヒーターに 
よってドームカノ く一および外匡に付着した雪や霜を解凍することは出来 
ません。設置場所を充分ご確認の上、ドームカバー部分に雪び溜まる、ま 
たは吹付ける環境は避けてください。 

• 内部結露防止のためにシ U カゲル (4-267-409-01) を購入される際には、 
お買い上げ店またはお近<のソニー業務巧商品相談窓□にご相談<ださ 
い。 

低温環境での起動-終了について 

〇で政下の環境で起動すると、起動直後はカメラ本体システムび動作しない 
ことびあ0ます。その場合、ヒーターと赤外線 LED び動作して内部温度び 
上昇した媛に、カメラシステムび起動します。正常な画像び得られるまでに 
1時間程度かかる場合びあります。 

お手入れについて 

• レンズの表面に付着したごみやほこりは、ブ□アーで払ってください。 

• 外装のミちれは、乾いたやわらかい布で軽く拭を取ってください。ミちれびひ 
どいとさは、中性洗剤溶液をかし含ませた布でちれを拭さ取ったあと、か 
5ぶさして < ださし、。 

• アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤など揮発性のをのをかけると、表 
面の仕上げをいためたり、表示び消えたりすることがあ0ます。 

カメラを屋外に取り付けるとき 

力^ラ本体とドームケースをしっか0取0付けてください。 

カメラ本体に湿気び入り込まないよラに、シーリング材（シ U コンシーラン 
卜など）で次の場所を密閉してください。カメラを取り付けるときは、なる 
ベく湿度の低い環境で巧ラことを推奨します。 

• 力;ラ取り付け用ネジ巧 (4 か所） 

• 接続□(本体ケースの側面と庭面） 

異常や不具合び起きたときは、お買い上げ店またはソニー業務用商品相談窓 
□にお問い合わせくださし、。 


レーザー ビームについてのごミ主意 

レーヴービームは撮像素子に損害を与えることびあります。レーザー 
ビームを使用した撮影環境では、撮像素モ表面にレーヴービームび照射 
されないよラ十分を意してください。 


撮像素子特有の現象 


撮影画面に出る下記の現象は、撮像素テ特有の現象で、故障ではありません。 

白点 

撮像素子は非常に精密な技術で作5れていますび、宇苗線などの影響によ 
り、まれに画面上に微小な白点び発生する場合びあります。 

これは撮像素子の原理に起因するわので故障ではありません。 

また、下記の場合、白点び見えやす<なります。 

• 高温の環境で使用するとさ 
• ゲイン(感度)を上げたとき 
• ス□ーシャツターのとを 
巧り返しひずみ 

細かい模様、線などを撮影すると、ギヴギヴやち5つきび見えることびあり 
ます。 


付属の説巧書について 


設置説明書(本書） 

この設置説明書には、カメラ本体の各部の名称や設置、接続のしかたび記載 
されています。操作の前に必ずお読みくださし、。 

ユーザーガイド ( CD - ROM に収録） 

力;ラのセットアップの方まや、 Web ブラウヴをかしたコント□ールの方 
まび記載されています。 

設置説明書にしたびってカメラを正しく設置、接続したあと、ユーヴーガイ 
ドをご覧になってカメラを操作してください。 

CD-ROM マニュアルの使いかた 

付属の CD - ROM には、本機のユーヴーガイド（日本語、英語、フランス語、ド 
イツ語、スペイン語、イタ U ア語、中国語)び PDF 形式で記録されています。 

準備 

付属の CD - ROM に収録されているガイドを使用するためには、政下のソフ 
トウエアびコンピューターにインス!-ールされている必要びあ0ます。 

Adobe Reader 6.0 ULL 

Adobe Reader びインス I ルされていない場合は、次の URL か5ダウン 

□ー ドでさます。 

http :// www . adobe . com / 

マニュアルを読むには 
1 CD-ROM をディスクドライプに入れる。 

表紙ページび自動的に Web ブラウヴで表示されます。 

Web ブラウヴで自動的に表示されないとさは、 CD - ROM に入ってし、 
る hdex . htm ファイルをダブルク U ックしてくださし、。 

2読みたいマニュアルを選択してクリックずる。 

マニュアルの PDF ファイルび開きます。 

「目次」の各項目をク U ックすると、その見出しのぺージび表示されます。 


• Adobe Reader のパージヨンによってファイルび正しく表示されないこ 
とびおります。 

「準備」の項の URL より最新のソフトウェアをダウン□-ドしてお使いくださ 
い。 

•〔 D - R 0 M が破損または紛失したため、新しし' iCD - ROM をご希望の場含は、 
ソニーのサービス担当者にご依頼 < ださい(有料)。 

Adobe および Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated いノ 
ドビシステムズ社)の商標です。 


Smartphone viewer 機能について 


本製品には 、 Smartphone viewer 機能び搭載されております。 

この機能により、スマートフオンからネットワークカメラの映像取得お 
よびパン•チルト-ズーム操作を行ラことびでさます。 

本機能に関する詳細は、下記 URL に掲載されている 「Smartphone 
viewe 口ーヴーマニュアル」をご確認ください。 
http :// www . sony . net / ipela/snc 


を部の名祿と働を 


図は、ドームケースをはずした状態です。 

側面 凸 

ケーブル〇は製品出荷時は接続されていません。 

〇 I/O (入出力)ケーブル(付属） 


1系統のセンサー入力、1系統のアラーム出力を備えています。 
各ワイヤーは次の信号に対応しています。 


ワイヤーの色 

名称 

ホ 

センサー入力+ 

白 

センサー入力一 （ GND ) 

黒 

アラーム出力1+ 

黄 

アラーム出力1一 

茶 

未使用 

緑 

未使用 


♦ 各機能や設定について詳しくは、付属の CD - ROM に収録されて 


いるユーヴーガイドをご覧ください。 

♦ 配線については 「 I / O ケーブルの接続」をご覧ください。 

© ワイヤー□—プ用スリット 

この部分にワイヤー□ープを通してください。 

♦ 詳しくは、 r 力^ラを取り付ける」（裏面)をご賣ください。 

© カメラヘッド巧え 
〇レンズ 

〇 LAN ケースレ ( RJ 45)( 付属、出荷時に接続ずみ） 

市販のネットワークケーブル ( UTP 、 カテコ U — 5) を接続してネッ 
トワーク （10 BASE - T /100 BASE - TX ) に接続します。 

包接続口 ( NPT 3/4) 

パイプを接続します。接続□はカメラ本体の底面と側面にあります。 
出荷時は側面の接続口にカバーび付いています。必要に応じて力 
バーを付け換えて、パイプを取0付けてください。 

屋内配線をするとをに、力 ラと、天井や壁の間にケーブルびはさみ 
込まれないよラごを意ください。ケーブルびはさみ込まれると、断 
線による火災や感電の原因となります。 

〇赤外線 LED 

内面 回 

© カメラ本体 

〇 Easy Focus (イージーフオーカス）ボタン 

ボタンを押すと自動的にピントを簡単に合わせることびでをます。 

⑩カメラヘッド固定ネジ 

ネジをゆるめてか5力;ラへッドを撮影したい方向に向け、そのあ 
と締めて固定します。 

の ZOOM/FOCUS (ズーム/フオーカス）スイッチ 

レンズの撮影範囲(ズーム）、フオーカス調整時に使用します。スイッ 
チを倒す方向に応じた機能び働をます。 

[ W ] WIDE (ワイド）： ズームアウトをします。 

[ T]TELE (テレ）： ズームインをします。 

[ N ] NEAR (ニア）： 近くのものにフオーカス(焦点)を合わせます。 
[鬥 FAR (ファー）： 遠くのちのにフオーカスを合わせます。 

の LAN ポート 

付属の LAN ケーブ j レを接続します。 

⑩リセットスイッチ 

先の細い物でこのスイッチを押しなび5電源を供給すると、工場出 
荷時の設定に戻ります。 

⑩カメラ取り付け用ネジ巧 (4 か巧） 

取り付ける際、取0付けネジはしっか0締めてください。 

⑩ Heater (ヒーター ) インジケーター（緑） 

インジケーターはヒーターび正常に動作している場合、点灯します。 
⑩ NTSC/PAL 切り換えスイッチ 
映像出力方式を切り換えます。 

の POWER 犀源）インジケーター（緑） 

力;ラに電源び供給されると、カメラ内部でシステムチェックを行 
います。正常の場合は、このインジケーターび点灯します。 

⑩ NETWORK (ネットワーク）インジケーター（緑/桓） 

ネットワークに接続されているとさは点灯、または点滅します。ネッ 
トワークに接続されていないとをは消好しています。 

100 BASE - TX で接続しているときは緑、 10 BASE - T で接続している 
ときは撞で点灯します。 

⑩ MONITOR (モニター)出力端子 

ビデオモニターの映像入力端テと接続します。カメラおよびレンズ 
の調整を行ラとさ、本機で撮っている画像をビデオモニター画面上 
で見ることびでさます。調整び終わったら、ケーブルをはずしてく 
ださし、。 

⑩ EXT CTRL (外部入出力)端子 

付属の I / O ケーブルを接続します。 

ゆ脱落防止コード 

ドームケースを開けたとさに力;ラ本体か5ドームケースび脱落す 
るのを防ざます。 

©ドームケース 

ドームカバーはポ U カーボネート製です。本体との接合部には防水 
用コ‘ムび付いています。 

(裏面へ続 <) 
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ZOOWFOCUS スイッチを W / T に倒した場合 



数値はズーム位置を 
表します。 


* マーク I まおおよそ 
のズーム位置を表し 
ます。 


ZOOM / FOCUS スイッチを N / F に倒した場合 



数値はフオーカス位置を 
表します。 


* マークがおおよそ 
のフオーカス位置を 
表します。 
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位置ミ夫めピン 


切り欠さ 


ワイヤー□-プ 
(付属） 
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ネジ ® M 4 x 8( 付属) 


ホルダ- 


本体取0付けネジ(付属）4本 



0166 


単位 ： mm 


カメラにケーブ j レを接続ずる 因 

設置の前に、ご使用環境に合わせ、必要な付属ケーブルをカゾラに接続し、配 
線しておさまず。 

1 ドームケースをはずず。 

付属のレンチでドームケース固定ネジ (4 本)をゆるめ、ドームケースを 
はずしてください。 

2 使用ずるケーブルをカメラ底面の接続□か5通ず。 

♦ ケーブルを側面から引き出すときは、 r 側面の接続□を使ラには」を 
ご覧ください。 

3 ケーブルを端子に接続ずる。 

© I / O ケーブル ； EXT CTRL 端子へ 

4 ケーブルガイドに沿ってケープルを固定ずる。（囚-4) 

5 底面側か5軽<ケーブルを引いてケーブルのたるみをな<ず。 


側面の接続□を使ラには 

出荷時は底面の接続口か5電源ケーブルと LAN ケーブルび接続されていま 
す。側面の接続口から引き出したい場合は政下の手順に従ってください。 

© 側面の接続□カバーをはずず。 

©香種ケープルをコネクターからはずし、底面の接続□か日ケーブルを取 
0出す。 

感必要なケープルを側面の接続□から差し込み、コネクターに接続ずる。 

@ケーブルガイドに沿ってケーブルを固定ずる。 （因- 5) 

⑥はずした接続ロカバーを底面の接続□に取り付ける。 

• 底面の接続□び巧れていると、接続□カバーびラまく取0付け5れず、力 
六ラ本体に雨などび入り、故障の原因にな0ます。柔5かい巧などで巧れ 
を拭さ取り、しっかりと締めて取り付けて<ださい。 

• 雨などを防ぐため、パイプやカバーを取り付けたあとに、シ U コンシーラ 
ントなどで密閉して<ださい。 

• 雨などを防ぐため、壁などに縦に取0付けるとさは、側面の接続□び真下 
に来るよラに取り付けて < ださい。 （囚 -1) 

• カメラ本体の内部び傷つかないよラに、パイプやカバーはネジ部分び 
12 mm 1；(下のものを使ってください。 （旧- 2) 



A 警告 


• 壁や天井など高所へ設置する隙は、専門の工事業者に依頼してください。 

• 高所への設置は、設置部および使用する取り付け部材(付属品を除く）び 
15 kaULL の重量に充分耐え日れる強度びあることをお確かめの上、確実 
に取0付けてくださし、充分な強度びないと落下して大けびの原因とな 
ります。 

• 落下事故防止のため、付属のワイヤー□ープを必ず取り付けてください。 

• 天井へ設置した場合は、1年に一度は取り付けびゆるんでいないことを点 
検してください。また、使用状況に応じて点検の間隔を短< して<ださい。 


カメラの取り付け位置をミ夫める 白 

カメラの撮影方向を決めてか5、付属のテンプレートを使って配線巧の穴 
(ゆ73 mm ) をあけ、ブラケット取り付け巧穴 (4 か所)の位置を決めます。 

取り付けネジについて 

付属のブラケットにはゆ 4.5 mm の巧び8か所あいています。このラち、4 
か所を使ってブラケットを天井や壁にネジ止めします。設置する場所や材 
質により、使用するネジ類び異なります。（ネジは付属していません。） 

鋼ネオの場合： M 4 ネジとナットで固定してください。 

木材の場合： タッピンネジ(呼び径 4) で固定してください。板厚は15 mm 
以上必要です。 

コンクリート壁の場合： ドライビット、またはプラグボルトで固定してくだ 
さい。 

ジャンクションボックスの場合： ジャンクションボックスのネジ巧に合っ 
たネジで固定してください。 


A 警告 


設置する場所やな質により、適切な取り付けネジを使用してください。適切 
な取り付けネジを使用しないと落下して大けびの原因になりまず。 


カメラを取り付ける Q 

1 付属のブラケットを天井や壁に取り付ける。 

使用するネジについては、 r 取り付けネジについて」をご覧ください。 

2 付属のワイヤー□-プをカメラと天井、または壁に取り付ける。 

①付属のネジ ® M 4 X 8 で、カメラ底面のワイヤー□ープ取〇付け巧に 
ワイヤー□ープを固定する。 

@ワイヤー□ープを天#または壁に取り付ける。 

カメラを壁面に設置ずるとさは、ワイヤー□ープ用ス IJ ットにワイ 
ヤー□ープを通してください。 ( 0 - 1 ) 

3 付属の本体取り付けネジ (4 本)でブラケットにカメラ本体を取り付け 


る。 

ネジには脱落防止機構びあ0ます。ネジを力;ラのネジ巧に差し込ん 
だ状態でカメラ本体を逆さにしても、ネジは落下しません。 

カメラ 本体の ホルダー （2 か巧)をブラケットの切り欠を (4 か所)のラち 
2か所に差し込み、カメラ本体を時計方向に回して、位置ミ央めピンをホル 
ダーの巧にはめてください。これによりカメラ本体のネジ巧 (4 か巧）と 
ブラケットの突起の位置び揃います。突起は90°ごとに4か所あります 
ので、力;ラの向さを4方向に設定でをます。 

カメラのネジ巧に差し込んだ本体取り付けネジ (4 本)を締めて、カメラ 
本体をブラケットに固定してください。 

天井や壁に取0付けネジを使えない場含や、カメラ本体を目立たせたくない 
場合は、天井埋め込み金具 YT - に B 45 (別売)をご使用ください。 


天井埋め込み金具で力 ラを取り付けるとをは、天井埋め込み金具の左ち金 
具の固定ネジを、回の位置に固定してお使いください。詳しくは、天井埋 
め込み金具の取付説明書をご覧くださし、。 


撮影方向と撮影節囲の調整 旧 

1 カメラへッド固定ネジをゆるめる。 

2 カメラを調整して、撮影したい方向にレンズを向ける。 

3 カメラヘッド固定ネジを締めてカメラを固定ずる。 

4 ZOOM/FOCUS スイッチを W/T に倒して画角を合わせる。 

モニター画面にズームインジケーターび表示されます。 

5 Easy Focus ボタンを押して自動でピントを合わせる。 

6 お望の撮影節囲とフオーカスび決まるまで、手順1〜5を繰り返ず。 

• カメラへッド固定ネジをゆるめずにカメラへッドの向さを調整すると、内 
部の部品び変おすることびあります。 

• 力方 ラへ ッド押えの切り夕定部にレンズび入っていないと、カメラヘッド 
の可変範囲び制限されます。 

• カメラへッドの動きび重く調整しにくい場をは、スムーズに動くまでカメ 
ラへッド固定ネジをゆるめてください。 

• 角度調整をする場合は、カメラへッド部に刻印されている TOP を天井側に 
設定してください。 TOP の刻印を床側に設定すると、映像び逆さまになり 
ます。 

• 被写体の位置や撮影状況によって 、 Easy Focus ボタンでピントび合わな 
し化きは ZOOM / FOCUS スイッチを N / F に倒してピントををわせてくだ 
さい。モニター画面にフオーカスインジケーターび表示されます。 

• ドームケースを取0付けることによって多少のボケび生じる場合びあり 
ます。システムメニューでフオーカス調整を行って<ださい。 

詳しくは、 r ユーヴーガイド」をご覧ください。 


ごま意 


レンズを 36 cr ULL 回転させないでください。内部の配線び破断され、 
映像び出力されなくなるおそれびあ0ます。 


ドームケースを取り付ける の 

ドームケースとカメラ本体を固定ずる。 

ドームケースのネジ巧とカメラ本体のネジ巧を合わせ (4 か巧)、付属のレン 
チでドームケース固定ネジ (4 本)をしっか0締めます。 

コードび、ドームケースとカメラ本体の間にはさま5ないよラにま意してく 
ださい。コードを回して、ドームケースを力ラ本体に取り付けるとをの位 
置を調整して < ださし、。 


接続 


ネットワークへの接続 D 

市販のネットワークケーブル(ストレートケーブル）を使って、本機の LAN 
ケーブルとネットワークのルーターまたは八ブを接続します。 

コンピューターへ接続ずるには 

市販のネットワークケーブル(ク□スケーブル)を使って、本機の LAN ケーブ 
ルとコンピューターのネットワークコネクターを接続します。 


電源の接続 

力;ラを電源に接続する場合、下を遵守してください。 

• IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置 ( PoE * 方式） 

* PoE ： Power over Ethernet の略です。 

IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置への接続 

IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置は LAN ケーブルを通して電源を供給しま 
す。詳しくは電源供給装置の取扱説明書をご覧< ださい。 


I / O ケーブルの接続 


I / O ケーブルの备ワイヤーは、次のように配線してくださし、。 

センサー入力への配線図 

メカニカルスイッチ/オープンコレクター出力装置 


3.3 V 


カメラ内部 


外部 



アラーム出力への SS 線図 

カメラ内部 


アラーム出力+ 


磁気 U レー 
AC 24 V 
DC 24 V 
1 Al^TF 




アラーム出力一 


外部 



回路例 


イト 


'至 


をな仕様 


圧縮方式 


映像圧縮方式 」 PEG / MPEG 4/ H .264 
最大フレームレート 

SNC - DH 160 : 

H .264 : 30 fps り280 X 720) 

SNC - DH 260 : 

H .264 : 30 fps (1920 x 1080) 

カメラ 

ホ外線 LED 21 pcs 

赤外線照射距離 SNC - DH 160 : 25 m (50 旧 E ) 

SNC - DH 260 : 18 m (50 IRE ) 

信号方式 NTSC カラー/ PAL カラー切0換え方式 

撮像素テ SNC - DH 160 : 

1/3型 CMOS ( Exmor ) 

有効画素数：約139万画素 
SNC - DH 260 : 

1/2.8 型 CMOS ( Exmor ) 

有効画素数：約327万画素 
同期方式 内部同期 

最低被写体照度 

SNC - DH 160 : 

F 1.2 /AGC 42 dB /50 IRE ( IP ) 

カラー： 0.50 lx 
白黒 ： 0 lx ( 旧オン） 

SNC - DH 260 : 

F 1.2 /AGC 42 dB /50 IRE ( IP ) 

カラー： 0.70 lx 
白黒 ： 0 lx ( 旧オン） 

レンズ 

焦点距離 3.1 mm 〜 8.9 mm 

最大口径比 F 1.2 〜 F 2.1 

画角 SNC - DH 160 : 

1280 X 1024のとき 
垂直； 67.午〜 25.0° 

水平： 85.4° 〜31ぶ 
SNC - DH 260 : 

1920 X 1440のとき 
垂直： 65.2° 〜 24.2° 

水平： 88.5° 〜 32.3° 

最ま近撮影距離300 mm 

インターフェース 

LAN ポート 10 BASE - T /100 BASE - TX 、 才ートネコ'シエーション 

( RJ -45) 

I / O ポート センサー入力： XI 、 MAKE 接点、 BREAK 接点 

アラーム出力： XI (最大 AC / DC 24 V 、 1 A ) 
(メカニカル U レー出力、本体とは電気的に絶縁） 

その他 

電源電圧 IEEE 802.3 af 準拠 （ PoE 方式） 

消費電力 最大 12.9 W 

使用温度 （ IEEE 802.3 af ( PoE ち式)） 

電源投入時： 一20む〜+50む 
通電動作時： 一30む〜+50む 
保存温度 -20 む〜+60む 

動作湿度 20%〜80% (結震無きこと） 

保を湿度 20%〜95% 

がお寸法(直径/高さ）田 

166 mm x 119 mm (突起部含まず） 

質量 約 1.32 kg (ケーブルとブラケット含まず） 

付属品 CD-ROM (ユーヴーガイド、付属プ□グラム）（1)、ブラ 

ケット（1)、テンプレート（1)、ワイヤー□ープ(1)、本体 
取り付けネジ (4) 、ネジ感 M 4 X 8 ( 1 ) 、 I / O ケーブ J レ （ 1 ) 、 
LAN ケーブル（1)、レンチ（1)、設置説明書(本書）卜式） 
別売アクセサリー 
天井埋め込み金具 YT - に B 45* 

* 天井埋め込み金具の左ち金具の固定ネジを、回の位置に固定してお 
使いくださし、。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 


定期点検のお願い 

本機を長期間ご使用になる場合は、安全にお使いいただくため、定期 
点検をお願いします。 

外観上は異常びなくてわ、使用頻度によって部品び装化している巧 
能性びあ0、故障したり事故につながることびあります。 

♦詳しくはお買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談ください。 


補修用部品の保有年数 

補修用性能部品は製造打ち切0後、7年間保有します。 









































































































































































































































